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7
数学の哲学セミナー

開催日	 2011年 9 月16日
企　画	 高橋優太（哲学・文化人類学班）
講演者	 金子洋之（専修大学）	

高橋優太（慶應義塾大学）

2011年 9 月16日に、数学の哲学セミナーとして、専修大学教
授である金子洋之教授をお招きし「『演繹の正当化』とその周
辺」というタイトルで講演していただいた。また、慶應義塾大
学大学院博士課程在籍中の高橋も、「フレーゲとヒルベルト的
形式主義」というタイトルで講演をした。

金子教授は、数学基礎論における「直観主義」の哲学的基礎
に関する研究を近年の研究主題とされている。本講演では、こ
れまでの研究成果を背景に、数学の哲学における伝統的問題と
言える「演繹の正当化」の問題が検討された。金子教授の考察
は、M. ダメットが導入した概念である「カノニカルな証明／
カノニカルでない証明」を手がかりとしながらも、独創的で示
唆に富むものであり、活発な議論が交わされた。高橋は、フレ
ーゲが「無矛盾性」の概念をどうとらえていたかについての検

討を手がかりに、フレーゲの立場と形式主義との関係を再考し
た。

表現を変えれば、特に金子教授の講演は、「論理」のもつ演
繹的側面とわれわれの「認識」の間の謎めいた関係を明らかに
しようとするものであり、本研究センターの趣旨に沿った有益
なセミナーが開催されたと言える。 （高橋優太）

On September 16th, 2011, Professor Hiroshi Kaneko and 
Graduate Student Yuta Takahashi gave lectures on philoso-
phy of mathematics. We had fruitful discussions about the 
relationship between logical and cognitive aspects of math-
ematics.


